
公認会計士稲門会会員の皆様こんにちは。平成
24年7月に会長に就任してから早くも2年半以上
が経過し、3年任期の最終年度となりました。役
員及び会員の皆様にはご支援ご鞭撻を賜り誠に有
難うございます。

この1年間の公認会計士稲門会の活動を振り返
ります。

1．定期総会の開催
平成26年7月1日（火）、大隈会館201、202号

室において定期総会、懇親会が開催されました。
懇親会には例年通り、大学関係、会計学関係の教
員、他大学の会計士団体の代表等多数のご参列を
頂き盛大に行われました。（衛藤、吉野両議員は
公務のため海外出張で欠席）それに先立つ総会で
は、会務報告、会計報告、事業計画等が原案通り
可決承認されました。またこの日は大学近くの護
国寺で業界の大先輩、川島正夫先生の通夜があり、
多数の会員が弔問に訪れました。

2．役員会の開催
平成26年6月3日（火）、12月4日（木）夕方6

時30分より事務局である新創監査法人の会議室
において役員会を開催しました。

3．懇親会の開催
総会終了後の懇親会では、若手会計士を含む約

70名が参加し、大いに盛り上がりました。二次
会はいつもの東寿司で約30名。

役員会の後には、それぞれ懇親会、忘年会を開
催しております。

ゴルフコンペも例年同様盛大に行われています。
平成26年9月13日（土）に取手国際 GC で早慶戦。
10月4日（土）には軽井沢72で十月会（大学対抗
ゴルフ）。そして11月1日（土）には大学の先生を
交えて CPA ゴルフ稲門会を取手国際 GC で開催
しました。今年は早慶戦は前年から連勝、十月会
は2年連続の団体優勝を飾りました。

4．奨学金
公認会計士稲門会では、毎年4名のアジアから

の留学生に対して奨学金を贈呈しております。会
員の大野高正先生と田中祐輔先生が中心となって、
広く会員から寄付を募り、これを原資として毎年
4名の留学生に各50万円を支給してきたもので、
今は小西彦衛会員に引き継がれ、24年が経過し
平成26年度までの累計で96名に対し4800万円を
支給しました。皆様の篤い志に感謝します。総会
後の懇親会には奨学生が参加の予定です。声を掛
けて交流してください。

5．大学関係
①商学部の「税務会計論Ⅰ、Ⅱ」講座の講師と

して、会員の奥秋慎祐さんと松下八寿彦さんが1
年間勤められました。27年度は奥秋さんと新任
の金井義家さんの2名が担当されます。

② 平 成26年6月25日（水 ）11号 館 に お い て、
日本公認会計士協会の広報活動の一環として大学
を訪問して1年生に公認会計士制度を説明するイ
ベントに近野が参加。公認会計士稲門会の活動を

「会長挨拶」

近野 博
（昭和45年3月商学部卒業）
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7．他大学との交流
他大学の会計人会との交流も、例年同様行われ

ており、総会の後の懇親会に相互に招待し合って
おります。今年は、慶應、青山学院、日大、明治、
専修、税理士稲門会などに会長、副会長が分担し
て参加しております。

8．衆議院選挙
平成26年12月には、日頃より公認会計士稲門

会がお世話になっている稲門出身の衆議院議員の
衛藤征士郎先生と吉野正芳先生の立候補を支援す
べく会員有志に呼びかけ、陣中見舞いを両先生の
事務所へお届けしました。幸いに両先生とも当選
されました。皆様のご支援に感謝します。

9．その他
平成26年9月28日（日）、神奈川県浦賀にある

故青木茂男先生のお墓にお参りしました。青木ゼ
ミ関係者を中心に約20名でお墓の清掃、お参り
の後、京急横須賀中央駅近くにて偲ぶ会を開催。
青木先生の思い出話に花が咲き、遅くまで杯を重
ね、その後カラオケ、翌日はゴルフ。

公認会計士稲門会の次の総会は、7月2日（木）
に大隈会館、201、202号室で開催されます。

多数の会員の皆様のご参加をお待ちしておりま
す。

（平成27年4月）

PR しました。
③平成26年11月12日（水）には、早稲田大学

校友会ゴルフコンペに参加しました。（藤田、有賀、
近野）埼玉県の久邇カントリー倶楽部で200名弱
の大コンペ。近野が75と健闘するもベストグロ
スはゴルフ部出身の斉藤麗氏の71でした。

④平成26年12月19日（金）大隈ガーデンハウ
スにて、「総長招待寄付者と奨学生の集い」に奨
学金担当小西副会長と近野が参加、奨学生と交流
しました。会計関係の奨学金は、公認会計士稲門
会以外に、青木茂男先生、染谷恭次郎先生、新井
清光先生、小川冽先生、そして会員の大野高正先
生の奨学金があります。

⑤平成27年3月25日（水）には、大学院会計研
究科の学位授与式に来賓として招かれ近野が出席
し、院生、父兄の皆様に祝辞を述べました。約
100名の院生がガウン、帽子を着用し、一人ひと
り登壇して学位記を受け取ります。最後に全員で
帽子投げ。その後は謝恩会に出席。

6．公認会計士試験合格祝賀会
平成27年3月23日（月）にリーガロイヤルホテ

ル東京で合格祝賀会が行われ、合格者と会員、大
学関係、教員等多数のご参加により後輩の合格を
祝いました。

平成27年度定期総会のお知らせ
平成27年度定期総会は、下記の通り開催の予定です。会員はもとより早稲田大学で教

鞭をとっておられる先生方、他大学よりの来賓の方々も多数出席され懇親のよい機会です。
是非多数の会員に参加をお願い致します。

	 日 　時　　平成27年7月2日（木）　午後6時30分より
	 場　 所　　大隈会館　201・202号室
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ていただいた」「母国の企業の CSR が研究テーマ
です」「母国と日本の架け橋となり、国際社会に
貢献したい」という言葉が寄せられています。

奨学生との交流
当会の定期総会懇親会にその年の奨学生を招待

して、会員の皆様が奨学生と親しく懇談していま
す。「 2014年度　総長招待　指定寄付奨学生のつ
どい」に近野博会長と筆者が出席して、奨学生並
びに鎌田薫総長はじめ大学関係者と和やかに交歓
しました。また、奨学生のシャー シャンリンさ
んの寄稿文を本号に掲載しています。

奨学資金のお願い
“広く薄く”を方針として、より多くの会員の

皆様に無理のない拠出をお願いしています。本事
業開始から24年を経て、当会の会員構成にも変
化がありますので、さらに広い卒業年次とより広
い地域の皆様の参加をお願いいたします。持続的
な募金活動を行い、本事業の継続を図ってまいり
ます。会員の皆様の多大なご支援、ご協力をお願
い申し上げます。

寄付のインターネット申込み
早稲田大学の Web サイトから常時寄付申込み

ができます。〔早稲田　寄付〕検索 で寄付トップ
画面に入ります。寄付申込みフォームに必要事項
をインプットする際に、「寄付の種類」は「奨学金」
を選び、「指定先」は「公認会計士稲門会奨学金」
を選びます。支払方法はクレジットカード決済又
はインターネットバンキング決済（ペイジー）で
す。

まずもって、多くの会員の皆様が永年にわたっ
て公認会計士稲門会奨学事業にご理解をいただき、
奨学資金をお寄せくださいますことに心から感謝
申し上げます。

本奨学事業は、学内関係者はもとより、他大学
の公認会計士会からも公認会計士稲門会を象徴す
る活動と受け止められています。あらためて奨学
事業の概要をご説明いたします。

奨学事業の意義
本奨学事業はアジア地域からの留学生を対象に

しています。早稲田大学が草創期から今日までア
ジアとの学術及び人材の交流に重きをおいている
ことから、早稲田に学ぶアジア地域からの留学生
を支えることは、本学の趣旨にかなって有意義な
ことと存じます。この奨学事業の趣意には、近隣
諸国との友好関係のために自分たちができること
を行うことも含んでいます。韓国からの留学生と
歓談したとき、この趣意を紹介したところ、明る
い笑顔を見せてくれていました。

奨学生の実情
選考要件は、①アジアと日本の友好親善という

目的を理解する　②他の奨学金を受けられず、生
活に困窮している　③学業成績は問わない　④将
来母国に帰り、社会的に活躍する志望を持ってい
るです。

奨学生から、「苦しい生活に疲れ、退学して母
国に帰ろうと思っていた」「アルバイトの時間を
減らして、勉強に集中できるようになった」「奨
学金を学費、研究に必要な書籍の購入費に使わせ

奨学事業への参加のお誘い
－平成26年度奨学事業報告－

奨学事業委員会委員長
小西　彦衞

（昭和44年商学部卒業）
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1．奨学金の支給状況
大学より次の4名を奨学生として推薦いただき、各人に50万円を支給しました。
①シャー　シャンリン　社会科学部　4年　マレーシア	 ②鄭　媚朱　国際教養学部　4年　韓国
③トラン　ティヴェト　フォン　経済学研究科　修士1年　ベトナム	 ④李　　碩　教育学研究科　修士2年　中国

2．奨学事業収支年度別一覧（単位：万円）
年　　　度 H3〜H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 累　計
寄付金収入 4,370 169 165 148 199 135 5,186

（寄付者数） （平均66名） （67名） （62名） （53名） （56名） （49名） （1,541名）
奨学金支給額 3,800 200 200 200 200 200 4,800
（奨学生数） （76名） （4名） （4名） （4名） （4名） （4名） （96名）
資金繰越残高 570 539 504 452 451 386

3．平成26年度寄付者芳名（順不同・敬称略）　平成27年3月31日現在
近野　　博	 勝島　敏明	 藤田　世潤	 奥山　章雄	 松下八寿彦	 安村　長生	 内田　善三	 小林　晟祐	 佐 藤　 正 典
飛永　信雄	 社本　公一	 隆島　唯夫	 西山　隆司	 関根　愛子	 厚海　英俊	 髙井　宏司	 水野　義雄	 猪 股　 世 紀
鈴木　　豊	 石田　清絵	 山口　俊明	 山田眞之助	 上野　紘志	 尾崎　隆昌	 石原　　裕	 小林　正樹	 福 田　 安 孝
戸田　厚司	 金田　賢二	 七松　　優	 長峯　德積	 黒沼　　憲	 杉田　　純	 塚田　知信	 堀内　三郎	 渋 谷　 道 夫
伊勢　利一	 貞國　　鎭	 倉橋　　曉	 岡野　雄次	 関　　正弘	 古川　　勉	 藤好　優臣	 袖山　裕行	 渡 辺　 俊 之
鴛海　量良	 小暮　和敏	 四月朔日丈範	 小西　彦衞	 	 	 	 	 	 以　上

平成26年度の事業実績

会費納入のお願い
今年も会費納入の季節となりました。同封致しました振込用紙で御振込頂ければ幸いで

す。また、公認会計士稲門会のホームページ（www.cpa-tomonkai.jp/）の「お問い合わせ」
からご入力ください。なお、ご自身の会費納入状況をお知りになりたい方は、会計担当副
会長もしくは常任理事にご連絡下さい。

公認会計士　6,000円　　公認会計士試験合格者　3,000円
（振込先　郵便振替口座　東京7-163893　口座名　公認会計士稲門会）
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しい価値観を教えていただきました。発展途上国
では、人をどう幸せにするかよりは、お金をどれ
ほど稼げるか、やりがいよりは自分の利益をどう
最大化するかのような考え方が重んじられていま
す。また、軽く見られる仕事、将来性のある仕事
で人を差別的に見ることもありました。多くの人
は「どうせこの仕事のポジションはなくても全体
的に回らないことはないだろう」のような考え方
で、自分の怠慢を正当化します。しかし、日本で
は、どの位置でも仕事している本人もプライドを
持って一生懸命に勤勉に働きます。団体、チーム
として動く意識も深く日本人の心に根付いていま
す。その働きぶりを見て、仕事をすることから得
る幸せ、働くことで他人に与える幸せのような価
値観をあらためて考えさせられました。

夢は、日本とマレーシアの架け橋になって、日
本で学んだ知識だけではなく、上で述べたような
働き方、価値観や生きがいなどマレーシアの人々
に伝えたいと思います。いつか独立して自分が経
営者になって、人々をもっと幸せにできたらと思
います。まだ今のところ、何かを起こす実力が足
りないように痛感して、日本の企業に入ってビジ
ネスの仕方と考えかたなど学べるだけ学びたいで
す。自分が日本という国で得た幸せをなるべく多
くの人と分かち合っていきたいです。　人生とい
うのは自分を探す道だというのであれば、私はま
だこの長い旅での迷子で、自分の道を探っていま
す。はっきりした目標は相変わらず見つからず、
さまよいが欠かせない辛い毎日ですが、逆の見方
からすると、自分というものの可能性をどんどん
広げていけるともいえるでしょう。

5年間の留学経験は、もうすぐ終わって、社会
人になることが人生の中で次のチャレンジになり
ます。もう勉強している時期と違って、すべての
行動には重みが伴って、社会人としての振る舞い
をしっかり身に付けなければなりません。希望を
胸に膨らませて、失敗も悩みも全部ネガティブに
とらえずに、昨日より今日、倒れたら起きて戦い
直せばいいという考え方をしっかり持ちたいです。
このような私をいつも暖かく見守ってくださった
たくさんの方々にお礼を申し上げたいです。心の
中の感謝の気持ちを言葉だけであらわさず、行動
で確実に示せるように強くなっていきたいです。

奨学金を頂けることを知った時、胸の中に感謝
と申し訳なさの気持ちで一杯でした。日本での留
学生活にかかる経済的な負担は、決して発展途上
国のマレーシアから来た私の親にとって軽いもの
ではありませんでした。この度、貴会から奨学金
を頂くことになりまして、ありがとうございまし
た。日本に来て、様々な財団の方を応援していた
だき、本当に日本という国の暖かさを強く感じて
おります。このような未熟な私は、少しずつ、少
しずつ強くなれたら、将来日本と一緒に必要な方
を応援できたらと思います。

私は5年前マレーシアから来ました。「日本に
来る」「日本人になりたい」という簡単な夢だけで、
私はひとりでほかの人と違う道を選び、アルバイ
トし、貯金し、日本語を学び、一人でかたく自分
の信じていた「夢」を追って来日しました。どう
してそこまで固執して来たかったのか、来て何を
学びたいか、具体的に何をしたいか自分もはっき
り分からなかった中で、日本での留学生活は6年
目を向かおうとしています。5年間の間で、私は
勉学以外、多くの活動を行ってきました。自分が
大好きだった日本のアパレルブランドでアルバイ
トをしたこと、経済産業省で自分が思った日本の
ファッションの将来性について発表したこと、マ
レーシアの留学生会の副会長として勤めたこと、
ゼミの活動で大学の仲間とベトナムで日本とベト
ナムの工業化について発表したことなど、そのな
かで辛い思いや、楽しい思いなど、日本でしか得
られないたくさんの経験を積んできました。これ
はすべて私の人生のなかでかけがえのない宝物で
す。

私はこの日本で留学のおかげで、たくさんの新

日本から頂いたこの優しさを、絶対恩返ししたい

シャー　シャンリン
（社会科学部4年生在学中）
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も基本はもめ事や病気がなければなりたたない仕
事です。これに対し公認会計士の仕事は基本的に
健康的な会社を対象としています。会社の健康の
確認、会社の維持発展が公認会計士の主たる仕事
であり、ひいては国民の多くの皆さんの経済的幸
福のために公認会計士の先生方は日夜努力してい
るのであり、これは大いに誇っていいことだと思
えます。

他方で、公認会計士の先生方が自戒しなければ
いけないと思われるのは、公認会計士の客（クラ
イアント）は公認会計士よりその会社についての
知識が上であることです。これに対し医者は患者
より医学知識は上であり、患者は医者のいうこと
が正しいと思って医者のいうことに従うし、弁護
士もクライアントより法律知識は上であり、クラ
イアントは弁護士のアドバイスに従います。しか
し例えば製薬会社を監査する公認会計士はその立
ち会う薬品の棚卸しにおいて薬品の知識は会社の
人より下であるのが普通です。IT についても同
様です。公認会計士は監査等のプロではあります
が、会社の行う仕事に対する知識は会社の内部者
より劣るのが普通です。そおもそも公認会計士が
クライアントと締結する監査契約は私人間の契約
であり、会社が監査を行うために必要な帳簿等に
ついて強制捜査権限はありません。警察、検察、
国税と異なり強制調査はできないのです。従いま
して会社経理の不正を見つけるのは実際上至難の
技であり、そのため公認会計士の不正発見は公認
会計士の第一の義務ではないとされているのです。
こう考えますと公認会計士は自己が監査をする会
社内容についての知識はいつも不十分である（こ
れはその能力がないというのではなく、法的・論
理的にそうならざるを得ないことを意味します）
ということに自戒の念を持たなければならないの
ではないかと思われます。いずれにしましても、
弁護士、医者と比較して、公認会計士の先生方が
プロとしても誇りと自戒の念をもたれてますます
発展されることをお祈りする今日この頃です。

私は、法律の専門家であって会計の専門家では
ありません。しかし公認会計士協会の幹事や、企
業会計審議会の委員を仰せつかるなどして公認会
計士の先生方とは深くおつきあいさせていただい
ております。

ところで公認会計士は弁護士、医者とならぶ三
大プロフェショナルといわれますが、その仕事内
容は三者大きく変わります。そこで公認会計士を
弁護士や医者と比較してみたいと思います。この
場合に公認会計士の主たる業務として監査を、弁
護士の仕事として紛争解決を、医者の仕事として
病気の治療を考えてみます。

まず弁護士や医者の仕事は卑近な言い方をすれ
ば、基本的に他人の不幸がメシのタネという因果
なものです。弁護士は他人間に紛争やもめ事がな
ければ生活できないのです。国民のみなさんがみ
んな仲良く円満に暮らす社会では弁護士はいらな
いことになります（実際に明治になるまでは弁護
士という職業はなかったのです）。医者も国民み
んなが健康的で病気にかからないような生活をす
るようになれば基本的に不要になります（実際に
は長寿社会になったため医者のいらない社会にな
りそうにはありませんが、しかし歯医者について
見れば最近では多くの国民が虫歯に気をつけるよ
うになり歯医者の需要は大きく落ち込んでいると
いう事実はあります）。そのため最近では弁護士
も医者も不幸が生ずる前の予防法学や予防医学に
力を入れる人が多くなって来ていますが、それで

公認会計士の誇りと自戒

ファイナンス研究科教授
岸田　雅雄
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材の育成に関する取組みもご紹介したい。会計大
学院は、会計プロフェッショナルを養成する
2003年度創設の専門職大学院の1つであり、理論
と実務を架橋した教育を行うことを基本としつつ、
以下などが定められている。
◦　�少人数教育、双方向的な授業、事例研究など

の実践的な教育方法をとること
◦　�研究指導や論文審査は必須としないこと
◦　�実務家教員を一定割合置くこと

こうした中、2005年に開設された早稲田大学
大学院会計研究科は、アカウンティング・マイン
ド（自ら問題を発見し、高潔な倫理観と高度な専
門知識をもって問題解決にあたる姿勢）の醸成を
図り、また、会計の知識に加えて自分の得意分野
をもち、活躍のフィールドを広げるという「会計
+1（プラスワン）というコンセプトの下、カリキュ
ラムを構築し実践している。

2015年度は、これまでのコンサルティング企
業による6つの提携講座に加え、以下の監査法人
の3つの提携講座も設置している。
◦　�新日本有限責任監査法人「金融機関のガバナ

ンス・リスク管理・コンプライアンス」
◦　�優成監査法人「IPO 実務」
◦　�有限責任あずさ監査法人「会計・監査の最新

実務」
また、大学院会計研究科は、単なる受験予備校

ではないが、毎年、入学者のうち半数程度は公認
会計士試験に合格するという実績を残してきた。
本年は設立10周年にあたり、私は2009年から参
画しているに過ぎないが、関係者のご尽力で、設
立以来の理念を実践してきている。

しかしながら、近年の公認会計士試験受験者数
の激減は深刻であり、会計人材の育成という面は
もとより、将来における会計界の存在自体を揺る
がしかねない状況にある。

大学院会計研究科としては、将来に向かって広
がるキャリアパスを若い世代に伝えていくこと、
社会や学生のニーズに応える魅力的なカリキュラ
ムを構築していくことなど、教育の原点に立ち
戻って取り組んでいる。会計人材の育成は、一朝
一夕にはでず、不断の努力が必要であることから、
引き続き、公認会計士稲門会の皆様方とも協力で
きれば幸甚である。

各方面での取組み
2015年4月15日に、金融庁から「IFRS 適用レ

ポート」が公表された。これは、金融庁が、
IFRS 任意適用企業の実態調査・ヒアリングを実
施し、IFRS への移行に際しての課題への対応や
メリットなどをとりまとめたものである。この中
で、今後のポイントの1つとして、「会計人材の
裾野の拡大」が挙げられている。

会計人材の育成については、IFRSの適用といっ
た側面のみならず、各方面でも多様に取り組まれ
ている。そもそも公認会計士になるためには、公
認会計士試験に合格した後、2年間の実務経験の
ほか実務補習を受け修了考査に合格することが必
要であり、また、その後の資質の維持・向上を図
るために、日本公認会計士協会が会員に対して継
続的専門研修（CPE:Continuing Professional 
Education）を義務づけている。

私自身も、本業である大学院での教育のほか、
例えば、以下において、会計人材の育成に微力な
がらも関与している。
◦　�日本公認会計士協会が中心となって、2009

年7月に設立された一般財団法人・会計教育
研修機構（JFAEL）における教育研修

◦　�財務会計基準機構（FASF）が、2011年から
設けた会計人材開発支援プログラムにおける
教育研修

◦　�会計関連の出版や連載記事（例えば、『エッ
セ ン シ ャ ル IFRS』『 会 計 基 準 の 読 み 方 
Q&A100』（いずれも中央経済社）、「気にな
る論点」『経営財務』（税務研究会）など）

早稲田大学大学院会計研究科での取組み
さらに、本業である大学院会計研究科の会計人

会計人材の育成

会計研究科教授
秋葉　賢一
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がこれに関連深いことも重要な研究動機でした。
拙著は3部から構成されています。第1部は実

態調査として2004年から2009年における財務諸
表の訂正事例を網羅的に調査し、その傾向を検討
しました。訂正件数の急増、利益への影響の大き
さ、誤謬の対象となった会計処理、などの詳細を
まとめています。

第2部は利益情報の訂正に対する株式市場の反
応を分析しました。まず、訂正時点における訂正
企業の株価を分析したところ、利益訂正のサイズ
と株価下落との間の正の相関関係、意図的な誤謬
のケースにおける追加的な株価下落、さらに、遡
及訂正情報の有用性などが確認されました。また、
訂正時点の同業他社の株価を分析したところ、訂
正金額が大きいほど、また、意図的な誤謬である
場合に株価が大きく下落しており、特定企業の財
務諸表の訂正という事象が会計情報の信頼性を広
く傷つけるものであることが確認されました。

第3部では、企業ガバナンスと訂正の発生しや
すさとの関係を、会社役員の独立性と会計専門性
を中心に分析しました。役員の社外性は訂正の抑
制にはつながらず、役員間に親族関係がある場合
には訂正が発生しやすくなること（独立性の厳密
な捉え方についてはなお検討する必要あり）、さ
らに、会計専門性については、監査役が元経理経
験者の場合や会計士資格を有している場合に訂正
が抑制される一方で、税理士資格を有している場
合には必ずしもそのならないことなどが明らかに
なりました。後者は相対的に企業規模が小さいこ
とや監査役報酬が少ないことなどが背景にありそ
うですが、現段階では明確な原因を特定できてい
ない状況です、

実証的な会計研究は、現場での経験から得られ
た推測を理論的な仮説として設定し、科学的な方
法でこれを検証することに第1の意義があります。
その意味では、拙著はその一部において成功して
いると思われますが、上述のほかにも明確でない
部分が多くあることも否めません。ビジネス・財
務報告環境の変化のなかで、財務諸表の訂正はも
ちろん、多様な会計事象は現場と連携しつつ継続
的に調査・研究することが必要であり重要です。
会計研究に対する現場の皆様からのアドバイスを
広くお願いするとともに、実務から離れない、実
務に貢献できる会計研究を心がけたいと思います。

昨年の日本会計研究学会第73回大会で、拙著
『利益情報の訂正と株式市場』（中央経済社）に対
して太田・黒澤賞が与えられました。わが国の会
計学の基礎を築かれた太田哲三先生と黒澤清先生
の名を冠したきわめて重みのある賞ですので、受
賞の連絡を受けたときは喜びと同時に身の引き締
まる思いでした。

拙著は、決算短信で公表した財務諸表を後に訂
正した事例を収集し、統計的手法を利用して分析
した結果をまとめたものです。皆様の業務で問題
となる事例を対象とする研究ですので、以下では、
拙著をまとめた動機と分析結果の一部を説明させ
ていただき、折角の機会ですから、今後における
会計研究との広いお付き合いをお願いしたいと思
いまます。

カネボウ事件以降の監査の厳格化、内部統制報
告書制度の導入といった一連の流れのなか、財務
諸表の訂正が急増しました。しかし、その実態は
必ずしも明確でなく、とくに、これに関する学術
的な研究が不足しているのではないかという危惧
をもっておりました。restatement について米国
で実施されたような公的調査はわが国では行われ
ず、事例に関するデータ・ベースが存在しないこ
とが学術研究の障害になったと思われます。しか
し、アカデミアの人間がこのような状況に甘んじ
ることは許されない、自らデータ・ベースを構築
し体系的に分析しようと思い立ったのが第1の研
究動機でした。加えて、earnings management
という GAAP 内での利益操作の問題が学術的に
注目されて久しいところであり、利益情報の訂正

太田・黒澤賞をいただいて

1985年早稲田大学商学部卒業、
1989年商学研究科修士課程修了、

1993年商学研究科博士後期課程単位取得退学、
博士（商学）早稲田大学

奥村　雅史
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ますますの発展をみせている。
ビジネススクールの学生は、世界中の国々から

集まっている。イギリスの学生はむしろ少数であ
り、まさにグローバルなビジネスの世界を実感す
る。同時に日本人として痛感するのは、英語によ
るコミュニケーション能力の重要性である。もう
それほど若くはないが、私も、大学のランゲージ
センターに通って英語の勉強はまじめにがんばっ
てみたものの、ゴールのない底なしの勉強はやは
り大変であった。

ホスト役のスズキ先生には、研究面はもちろん、
生活面でもお世話になった。先生のセミナーに参
加して、他の先生方や若い大学院生ともディス
カッションできた。その他、不定期に講演会や
フォーラムなどのイベントも頻繁にあって、オッ
クスフォード大学が世界の研究拠点であることを
実感することができたし、また思いがけず旧交を
温めるような機会もあった。

今回のイギリス生活では、趣味の卓球がいろい
ろと役に立った。大学の卓球部に入って、学期中
には週2回ほどラケットを振る機会があった。
コーチ役をすることが多かったが、英語の練習に
もなって得るものが多かった。最後の半年は、地
域のクラブに入ってホームアンドアウェーのリー
グに参戦し、仲間とともに各地を転戦したのはい
い思い出となった。その他にも、現地では、日本
人の友人にも恵まれ、イギリス国内を中心にたく
さんの旅行に出かけることもできた。歴史のある
建物を訪れることは、何よりの楽しみとなった。
自然災害のない国と
はかくも違うものか
と、うらやましく思
うことが多かった。

今後は、今回の研
究の機会を活かす
べく、研究と教育と
に一層の努力をい
たす所存である。改
めて国際的な仕事
もしたいと強く思う
ようにもなった。稲
門会の皆様には、一
層のご指導ご鞭撻
を仰ぐ次第である。

2013年9月から2015年3月まで1年半にわたり、
イギリスのオックスフォード大学サイードビジネ
ススクールにて長期在外研究の機会を得た。若い
時分にアメリカの財務会計基準審議会で過ごして
以来、およそ20年ぶりの海外生活となった。（ア
メリカからの帰国の折も、この会報に寄稿させて
いただいたことを思い出す。）

オックスフォード市は、イングランドの南部に
あり、ロンドンから電車で1時間ほどの場所にあ
る。マイルドな気候で、夏は30度を超える日は
ほとんどなく、冬も氷点下になる日は数えるほど
である。イングリッシュガーデンに代表されるよ
うな、人の手を加えた自然は独特の美しさがある。
一方で、秋冬の曇天は、確かに快適とはいいにく
いが、物事をあれこれ考えるにはいい時間となる。

オックスフォード大学は、英語圏で最古の歴史
を誇る大学で、大学のウェブページによると、明
確な創設日はないが、その教育活動は1096年に
は何らかの形で存在し、ヘンリー 2世によってイ
ングランドの学生がパリ大学で学ぶことを禁じら
れた1167年以降、急速に発展してきたとされる。
オックスフォード大学は、38を数える独立採算
制によるカレッジによって構成されている。オッ
クスフォード市内には、これらのカレッジの建物
の他、図書館や博物館などの有名な建物が林立し、
独特のアカデミックな雰囲気を醸している。とく
に、理系・文系の垣根を越えた研究者や学生が生
活を共にするカレッジの仕組みは、研究者間の学
際的な垣根が低く、独特の研究領域やイノベー
ションを生み出す土壌となっている。

オックスフォードにおけるビジネス教育は、
1965年に経営学研究センター（後のテンプルト
ンカレッジ、現在のグリーンテンプルトンカレッ
ジ）の発足にさかのぼるとされる。サイードビジ
ネススクールは、1996年に創設された比較的新
しい組織である。現在は、2001年にオックス
フォード駅の正面に竣工した建物を本拠とするが、
2012年に大規模な拡張が行われたところであり、

ラドクリフカメラ
（大学図書館）

オックスフォードでの在外研究を終え

川村　義則
（平成元年商学部卒業、平成6年商学研究科博士

後期単位取得退学）会計研究科教授
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成しても、何の意味もありません。
そのような、長期に渡るイベントでは、
1．�最終的には、そのイベントの収支の目標数

値
2．�目標数値に対する、達成数値（例えば、ス

ポンサー契約を締結できたらそのイベント
終了までに、入金される総額を記載）

3．�実績累積収支
と言った「財務諸表」が、そのイベントの成功

を目標とする利害関係者に意味のある、有用な会
計情報になります。その財務諸表作成の「会計基
準」では例えば、固定資産を例に取れば、イベン
ト終了時に売却可能な物以外は、資産に計上せず、
期間損益の為の減価償却をする必要もなく、実績
累積収支に実績支出として、計上すれば良いこと
になります。

この10年、我々会計士は「国際会計基準」対応
するために、かなりの部分を費やしてきました。
工業の世界では、大量生産・大量販売は、数十年
前に過去の物になりました。
「多目的」は「無目的」と言われます。
「会計基準」も、大量生産（これも勿論必要）の

時代から、オーダーメードで、各目的に最適な物
を作る時代が、来たのではないでしょうか ?

また、予想値についても、会計士が何らかの関
与をして、その妥当性を検証すべきではないで
しょうか ? その場合、何らかの根拠に基づき、会
計士の専門的判断が期待されるのではないでしょ
うか ?

我々の学生時代は、時価会計と言うと、不確実
性があり、財務会計は、原価主義であるべきとい
う時代でした。現在は、「時価主義」と言う言葉
さえ恥ずかしく、当然財務諸表には時価が反映さ
れています。

今、会計士の責任は、結果責任に近い形で追求
がなされます。予想に対して、社会に何らかの検
証の期待が、あるのならば、それに答えるべきで
すが、責任の範囲も明らかにする必要があります。

専門家として適切な判断に関する、研究が必要
になると思います。

監査の現場を離れた会計士が、全く頭のなかで
考えた勝手な事を、書きました。論文ではないの
で、事実に反することもあると思います。お許し
下さい。

平成23年3月11日の東日本大震災の後、すぐ
にでも現地に行き何かの役にたちたいと考えた方
は、多いと思います。しかし我々は現場では何の
役にもたちません。その時に、会計士として何が
求められたでしょうか ?

多くの方は、寄付をして貢献しようと考えまし
た。会計士は、その寄付が網羅的に計上され、そ
のお金が、管理費の様な人件費に使われることな
く、被災者に直接届いているか、チェックするこ
とを、期待させました。しかし、我々は、「会計
基準」「監査基準」の枠外と言う事で、何もしま
せんでした ?

最近上場を果たし、上場時に発表した業績予想
を上場後数ヶ月で赤字に業績修正し、投資家から
会計士は、何をチェックしているのだと言われた
会社がありました。しかし、会計士は「予想」を
枠外と考えました。

20年前の US の監査法人は、業務拡大で何でも
証明を（例えば、アカデミー賞の投票 ?）をして
いたように記憶していますが、その反動で「監査
基準」が厳密化し、「適正意見」が出せなくなり
ました。

協会の方々の、ご努力で、「準拠性」の「監査」
の枠組みが設定されました。これにより、「会計
基準」が一般に公正妥当と認められた物以外に、
利害関係者との「契約」に基づいたより利害関係
者にとって有用な「財務諸表」を、作成しても良
いのだと気付かされ、それに対する「監査報告書」
の添付も可能な枠組みができました。

日本の今後の大きなイベントとして、「ラグビー
のワールドカップ」「東京オリンピック」があり
ます。これらの、イベントに、期間損益に基づく

「財務諸表」を現在の「会計基準」に基づいて作

期待ギャップ

昭和51年商学部卒
古谷伸太郎
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ばならない、物を引き渡さなければならない、総
会を招集しなければならないといった法的な義務

（請求者からみれば権利）のことです。法曹は、
ある法律効果が認められるための要件は何か、そ
の要件に該当する事実はあるのかないのかという
発想で、これまた呼吸するように、意識すること
もなく人から話を聞き、考えをまとめています。
この法律要件に該当する事実のことを「要件事実」
というのですが、法曹はみな、ロースクールや司
法研修所で、この要件事実に関する訓練を積んで
くるのです。皆様のなかには、弁護士に相談した
時に「その話はもういいから、この点はどうだっ
たのですか」という趣旨のことを言われた経験を
お持ちの方がいるかもしれません。その聞き取り
の当否は措くとして、「もういいから」と遮られ
た話は、弁護士からすると要件事実に関係しない
ことだと考えていたのかもしれません。いずれに
しても、要件事実的発想もまた訓練の賜物であり、
その世界観を共有することはそう簡単なことでは
ありません。

さて、数年前、ある不正会計事件の調査で、総
勢20名近い会計士と弁護士の複合チームが結成
されました。一方の会計士チームは、どのような
経済的事象があり、これに対してどのような会計
処理が行われたのか、そして、本来どのように会
計処理すべきであったのかという観点から調査を
進めました。他方の弁護士チームは、誰がどのよ
うな認識のもと、どのような指示または行為をし
たのかという観点から調査を進めました。複式簿
記的発想なくして事案の本質に迫ることはできず、
要件事実的発想なくして責任を問うべき事実関係
の抽出はできません。まさに、複式簿記的世界観
と要件事実的世界観との邂逅であり共働でした。

もっとも、これらの世界観はそれぞれの専門家
をして専門家たらしめるレーゾンデートルそのも
のであり、固執しすぎると共働どころか「バカの
壁」にもなりかねません。この案件を通じて、そ
んなことを感じた次第です。

私は現在稲門法曹会の事務局幹事をしており、
公認会計士稲門会との交流窓口を担当しています。
職業的専門家集団が相互に共働できる一助になれ
ばと思っています。

会員の皆様のなかには、弁護士と一緒に仕事を
した方も多いと思います。場合によっては、裁判
官や検察官と接点を持った方もいらっしゃるかも
しれません。彼ら法曹とわれわれ公認会計士が劇
的な ? 邂逅を果たす場面は少なくありません。私
は現在、法律事務所で働く一介の弁護士ですが、
元々は監査法人の出身です。会計士として、また
弁護士としての雑感を述べたいと思います。

われわれ会計士は日頃、複式簿記・発生主義の
世界で生きています。まるで呼吸するように、意
識することもなくその発想で人から話を聞き、考
えをまとめています。私も監査業務に従事してい
たときは、ここでこういう仕訳だな、次にこう仕
訳するな、別の仕訳もありうるな、この段階では
まだ注記レベルだな、などと思い浮かべてはクラ
イアントの担当者に質問をしたものです。ところ
が、この複式簿記・発生主義的発想というのは訓
練の賜物でありまして、万人に真似できるもので
はありません。大抵の方は複式簿記・発生主義を
知らない世界、つまり単式簿記・現金主義の世界
で生きています。もちろん、そうでない方も多く
おられますが、私が述べたいことは、複式簿記・
発生主義の世界観（やや大袈裟でしょうかね…）
というのは、世の中では決して当たり前のもので
はないということです。

他方、法曹は日頃、「要件事実」という世界で
生きています。法律というのは、一定の要件（法
律要件）に該当する事実があれば、一定の効果（法
律効果）が発生するという構造で成り立っていま
す。法律効果とは、例えば、損害を賠償しなけれ

複式簿記と要件事実〜バカの壁 ?

早稲田リーガルコモンズ法律事務所、公認会計士・
弁護士、92年政経（経済）卒、06年法務研究科修了

横倉　仁
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母親宅で弟の家族も一緒に皆で、日本食。ほっと
一息。翌日、Coast Starlight 号に乗る。車中ワイ
ンテイスティングを楽しみながら延々と続く畑を
北上。カリフォルニア州は農業州だと実感。17
時間後、ポートランドで下車。シアトルまでドラ
イブ。14日、ボーイングの工場で好きな飛行機
をたくさん見学した後、いざセーフコ・フィール
ドへ。相手投手はダルビッシュ。イチローがまさ
に大活躍。15日、プロペラ機でモンタナ州ビリ
ングスに。

ここからの9日間の旅は、特に思い出深いもの
となった。アイダホ、ワイオミング、ネブラスカ、
サウスダコタ、ノースダコタの各州を縦断。イエ
ローストーンでは道をゆっくり横切るバイソンに
Hello! グランドティートンでは小道のすぐにヒグ
マが ! 私が先頭にいて助かった。ワイオミング州
を西から東まで、ひたすら直進。ローレン、ロー
レン、ローレン…ピシッ、…ローハイド♪♪コー
ディのロデオ大会ほか、西部劇の世界を堪能。サ
ウスダコタは、映画「未知との遭遇」で宇宙船が
下りたデビルズ・タワー、4人の大統領の顔を彫っ
たラシュモア山（大したことなし）、そして、そ
の名もバッドランズに。何とも奇妙で忘れられな
い景観だ。再び延々と北上。セオドア・ルーズベ
ルト国立公園に寄って、23日夜にマイノット駅
に到着。待合室で、イチローがなんとヤンキース
へ 移 籍 と の ニ ュ ー ス。 シ カ ゴ 行 き Empire 
Builder 号に乗り、16時間 + 数時間遅れでウィス
コンシン州ミルウォーキーに到着。世界三大ビー
ル産地の老舗ステーキ屋で乾杯。25日、シカゴ
から地元のハリソン空港へ飛んで、一家、無事に
帰宅。

Coast to Coast、延べ28州を通過、訪問。どれ
も古い列車は、食堂車が楽しかった。先々で星空
や鳥のさえずりを楽しみ、自然に溶け込んだ。片
田舎の街をあれこれ楽しんだ。おやじのわがまま
に気長に機嫌よく付き合ってくれた家族に、深謝。

いつか今度はジョン・スタインベックの「チャー
リーとの旅 - アメリカを求めて」みたいに犬連れ
て、キャンピングカーに炊飯器を載せて、気まま
に大陸を横断したい。本稿を書き、そう思った。

もっと冒険しておけば良かったと、多くの人が
人生を振り返って後悔するらしい。ならばという
訳ではないが、私は23年半在籍した米国 KPMG 
LLP を2012年3月に早期定年退職し、同年夏に
PwC ジャパンあらた監査法人に就職することに
した。「何か、今しか出来ないことをしたいな。
マンハッタンのバーで閃いた。「そうだ、アムト
ラックとレンタカーで米国大陸を横断してみよう。

2012年7月3日。家内の陽子、長男の直和、長
女の采佳、でかい荷物とともに、ニューヨーク郊
外の自宅を出発。20分走り、コネチカット州の
スタンフォード駅に到着。（出来れば、Amtrak 
National Route Map を検索してご参照ください）
ワシントン DC まで普通列車で4時間半。DC で
家族皆初めての寝台車 Capitol Limited 号に意気
揚揚と乗り込む。16時間で「鉄道首都」シカゴ
に到着。独立記念日にステーキを食べ、湖畔で花
火見学。翌日、ロサンゼルス行き Southwest 
Chief 号に乗り、草原の旅。12時間でアルバカー
キに到着。ここから5日間のドライブ。お洒落な
サンタフェで一泊。断崖の古代遺跡メサ・ヴェル
デを皮切りに、コロラド、ニューメキシコ、ユタ、
アリゾナ四州の中心フォー・コーナーズを経て、
ナバホ族の聖地モニュメント・バレーに。この景
色見たことある ! キャニオン・デ・シェリーでナ
バホの人達の話を聞き、グランドキャニオンに到
着。息をのむ雄大さに皆しばし感動。続いてルー
ト66をドライブ。気分はアメリカン。フラッグ
スタッフから Southwest Chief 号に乗り、ロサン
ゼルスに11日朝、到着。大陸横断の瞬間 !! 私の

人生の転機に、米国大陸を横断

頼廣　圭祐
（昭和60年商学部卒業）
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す。典型的には不自然・不合理な組織再編行為に
よって、計算上の非上場株式の相続税評価額を引
き下げるようなものです。税務リスクが極めて高
いことから、本当のプロフェッショナルは決して
提案しないのですが、一部の会計事務所が積極的
に提案しているという噂は絶えません。

我々の提案するプライベートコンサルティング
とは、そのどちらでもありません。顧客の立場に
たってオーダーメードで解決策を提示するもので
す。そのためには法人税・所得税・相続税等につ
いて横断的な税法知識が必須ですから、税理士試
験の税法科目に合格していない公認会計士にとっ
ては参入障壁が高いのも事実です。しかし税務の
実務経験を積むことによって、税理士と同等以上
の税務スキルをつけることは十分可能です。実際
に私は税理士向けに税務を指導するセミナー・講
演会を定期的に行っています。自己研鑽と実務経
験によって、税法科目に受かっていないハンデは
克服可能なのです。そして税務スキルをつけてし
まえば、この分野は圧倒的に公認会計士が有利で
す。私は良く資産家顧客に「これは大企業では当
たり前にやっていることです」ということを言い
ます。例えば大企業では法人税を多く払っても、
キャッシュフローを改善し、自己資本を充実させ
ていくというのは常識です。しかしなぜか不動産
オーナーは自分の土地に次から次へと借入金でア
パートを建築して、キャッシュフローを悪くして
まで相続税を減らそうとします。そして多くの場
合、3代で全財産がなくなります。私は成功者に
学びましょうと言います。「トヨタや三菱商事が
やっていることと、あなたの周りの3代で財産を
失っていく人と、どちらのマネをした方が良いと
思うか ?」と問いかけます。これは大企業の会計
監査経験を持つ、公認会計士だからこそ自信を
持って言えることです。我々のコンサルティング
が入ると、不治と思われていた難病が治るように
状況は改善します。これが本当の資産承継コンサ
ルティングなのです。

資産承継コンサルティングの最大のポイントは、
税金対策ばかりに目を向けず、全体像をとらえて
最適解を見つけることです。それにとって最も重
要な実務経験は、監査法人でしか経験できない大
企業の会計監査だと私は確信しています。

私は昨年、株式会社 K’s プライベートコンサ
ルティングを立ち上げました。「プライベートコ
ンサルティング」とは、資産家の資産承継コンサ
ルティングを意味します。そう言われると「そん
な広告、最近良く新聞でみるなあ」と思われるか
もしれませんが、我々の提供しているサービスは
既存の事業者のものとは大きく異なります。

既存の「資産承継（= 相続）コンサルティング
の大半は我々が「セールスコンサルティング」と
呼んでいるものです。セールスコンサルティング
とは顧客の抱える問題点を解決することでは無く、
不動産取引や投資勧誘などを主目的としたコンサ
ルティングです。例えば「タワーマンションを購
入して、相続税の節税をしましょう」というのが
典型例です。資産承継に伴う問題点は顧客ごとに
異なります。例えば家族仲が悪く、相続が発生す
ると争いになる可能性が高いと思われる場合、ま
ずは公正証書遺言書を書くべきであって、タワー
マンションを買っても何の解決にもなりません。
もちろんタワーマンション投資によって解決する
場合もありますので、セールスコンサルティング
がいけないと言っているわけではありません。し
かしこのような問題と対策のミスマッチを引き起
こしやすいのも事実です。平成27年からの相続
増税を契機にセールスコンサルティングは金融機
関や不動産会社などによって、非常に積極的に行
われています。数年後にミスマッチによる問題点
が多く表面化するのではないかと専門家の間では
懸念されています。

残りは何かというと、これは非常に残念なこと
ではありますが、一部の公認会計士・税理士によっ
て行われている租税回避的なコンサルティングで

公認会計士と資産承継コンサルティング

金井　義家
（1995年度政治経済学部経済学科卒）
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運動系の部活をやっていたわけではなかったので、
体力がなく、大学の自習室でよく寝ていた。大学
2年12月短答の直前に詰め込んだが、試験はあと
1問で不合格。5月短答に落ちると3年生合格はな
くなる。もうこれ以上勉強したくないと必死で勉
強して、5月短答は一問差で合格。正直、合格す
ると思っておらず発表までは大して勉強していな
かった。そこからなんとか論文式の勉強をして3
年の夏、合格を掴んだ。論文式試験の試験会場が
早稲田の1号館でゼミの教室だったことと、試験
教室には女の子が私しかいなかったことから、暗
示のように絶対受かると三日間思い続けていたこ
とが良かったのだと思う。

試験終了後は一般企業の就活をした。直前模試
でも成績は良くなく、合格の可能性は低いと思っ
ていたからだ。その中で将来何がやりたいのか考
えさせられた。元々はっきりとした目的を持って
勉強していたわけではなかったから何度も迷った。
しかし色々な会社を見ているうちに国際的な仕事
がしたいと思うようになった。国際的な会社の雰
囲気は基本的に私に合っていたし、英語での会話
は自分の意見を伝えることを重視するので我が強
い私には向いていると思った。そして広い世界で
スペシャリストであり、ジェネラリストになりた
いと考えるようになった。これもまた会計だけで
なく、幅広い分野が勉強したくて始めたことだっ
たので様々な角度から専門家として人の役に立ち
たかったからだ。それを自分の中心に据えること
にした。そして合格発表の日。見に行くのが怖く
て虎ノ門まで行く地下鉄の中でネットにつないで
合格発表を見た。番号を見つけた時他の乗客がい
るにも関わらず大泣きした。合格してからは矢の
ように時が過ぎていった。しかしその軸があった
のもあって、合格後も様々なことに悩んだが、中
心がぶれることはなかった。

今後はこの軸にしっかりと腰を据えて、残り1年
の学生生活とそれからの社会人生活をしていきた
い。今年は学生としてよく遊び、よく学び、様々
なことを体験したいと思う。最初にそろばんに興
味を持たせてくれ、会計士を目指すきっかけを与
えてくれた祖母は2年前に亡くなり、合格の報告を
直接できなかったことは残念だったが、今度は私
が世界に向けて仕事をし、その仕事が誰かの人生
の何かのきっかけになるように頑張っていきたい。

すべてのきっかけは小学校2年生の時なのかも
しれない。祖母が毎日そろばんで家計簿をつけて
いた。祖母の家に行くたびに「これどうやって使
うの ?」と興味津々に聞いていた覚えがある。そ
ろばんを傾け、上の珠を左から人差し指で一直線
に弾く音と感覚が心地よかった。自宅近くのそろ
ばん教室に通うようになったのが小学2年生の時
だ。それからは週3回のペースで通った。祖母に
どこまでそろばんが使えるようになったのか披露
するのが楽しかった。

その時に培われた計算力はその後の人生の端々
で活躍した。大学受験が終わり、政治経済学部に
入ると決まってから入学までの約一月、たまたま
本屋で見かけた簿記3級の本を勉強してみる気に
なったのもその影響が大きいと思う。簿記の勉強
はトントン拍子に進み、3 ヶ月で簿記2級の勉強
はほぼ終わっていた。しかし、1級の問題集を見
たときにレベルの違いに愕然とし、しばらくは簿
記から離れた。元々メディアの世界に興味があっ
たため、放送研究会に入り活動しており、その後
はその活動に精を出したがどうも自分の肌には合
わない。気づくと1年生の冬には全く活動しなく
なっていた。代わりに始めたのは公認会計士の勉
強。もともと税務と法律に興味があった。それは
そろばんを習うきっかけをくれた祖母が多少の不
動産を持っていたからというのが一つの理由だと
思う。それらを管理するにあたって発生する税金
や法務に興味があり、そういった知識を幅広く学
べるのが会計士だと思った。でも、そこからが大
変だった。あんなに得意だった簿記でつまずき、
交際費確保のための週3回アルバイトで時間を取
られた。これが塾の講師だったり、朝の喫茶店だっ
たりと体力的に厳しかった。とくに中学時代から

合格までの道、これからの夢

林　初穂
（政治経済学部4年在学）
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が難しくなるため、一度見切りをつけようと考え
一般事業会社へ就職活動をしたり公務員試験を受
けたりもしました。ですが、そういった活動をし
ていても常に頭にあったのは「ここで会計士にな
る事を諦めてしまって良いのか ?」という想いで
した。こうしたジレンマの中、私は試験勉強に必
要な費用を様々なアルバイトで工面しながら勉強
を続けることにしました。

その後も失敗を繰り返し、気付けば私も30歳
になろうとしていました。この頃になると勉強を
続ける意思はあったものの、ここまで努力してダ
メならもうダメなのかもしれないという想いがあ
りました。ですから、合格できた時には嬉しいと
いう感情以上に安心したという感情の方が大き
かったように感じます。
3．今後の夢

ここまでの話でお感じになられているかもしれ
ませんが、私は合格するまでの道に迷ってばかり
いました。確固たる意志を持って試験勉強に取り
組めばもっと早くに合格することができたのかも
しれないと思うこともあります。ですが、いろい
ろ考えた末にそれでもこの道を往きたいと思えた
のですから決して無駄な時間ではなかったと思い
ます。

そして、時間こそかかってしまいましたがよう
やくスタートラインに立つことができました。ビ
ジョンのなさが就職活動においてもネックになり
苦戦することとなりましたが現在は監査法人に就
職し、監査業務に従事しております。今後の夢で
一番大きなものは、大学院時代から抱いている非
監査業務やコンサルティング業務に従事すること
なのですが、実際に監査業務に就いてみて監査の
道を究めるのも悪くないかな、などと最近は思っ
ています。夢を語るためには今の自分には何が出
来て何が足りないのか、足りないものを手に入れ
るためには何が必要なのかを明らかにする必要が
あると思います。ですから、また大学院時代のよ
うに様々な勉強をしながら自分のなすべきことを
探していこうと思います。

最後になりましたが、これを機に稲門会の活動
にも積極的に参加していこうと考えています。皆
様、これからどうぞよろしくお願い致します。ま
た、最後までお読みいただきありがとうございま
した。

この度公認会計士稲門会会報に寄稿する機会を
頂き、大変光栄に思います。試験合格者としまし
ては決して華やかな経歴ではないのですが、そう
でない人間の話も聴いていただければと思い、筆
を執らせていただきました。
1．会計研究科に入学するまで

将来は世のため人のためになる仕事がしたいと
考えており、社会に出るにあたって手に職をつけ
たいと考えていた学部生の私にとって、会計士と
いう職業はとても魅力的に思えました。ただ、こ
の頃はあくまで進路の一つとしか考えていなかっ
たため会計士試験の勉強はしていたものの、本気
で取り組んではいませんでした。そこで、自分に
会計士になる才能があるのかどうかの試金石とす
るために会計研究科を受験することに決め、晴れ
て入学することができました。
2．会計研究科に入学してから合格するまで

自分に才能がある事がわかったとしてもその先
のビジョンがあるわけではなかったので、会計研
究科では興味の湧いた講義は何でも積極的に受講
するようにしていました。その結果公認会計士が
様々な分野で活躍できることを知り、出会った先
生や仲間のような人たちと仕事がしたいと思える
ようになりました。ですから、今日の私があるの
は会計研究科のおかげであると言っても過言では
ありません。もし、ここで会計士に失望していた
ら大学院修了後に一般企業に就職していたと思う
からです。

しかし、大学院修了後には私が思っていた以上
の苦難が待ち受けていました。論文式試験にどう
しても合格できないのです。一度や二度の失敗は
覚悟の上でしたが、三回失敗すると覚悟も揺らい
できます。歳を重ねるにつれて他の道に進むこと

スタートライン

平成21年3月　会計研究科会計専攻修了
三宮　圭祐
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れでも、多くの方の支えや、時期ごとのサークル
と学習に優先順位を付ける事で、なんとか在学中
に合格する事ができました。支えてくださった方
講師の方々や、応援してくれたサークルのメン
バーや家族にはこの場をお借りして、改めて感謝
申し上げたいと思います。

公認会計士の学習は、ただ単に知識を身に付け
試験に合格するいうことのみならず、物事に優先
順位を付け、時間管理する良い機会をもたらして
くれたと思っています。もともと時間の管理が苦
手な私にとっては、時間管理の重要性や難しさ身
をもって感じることができました。この経験は、
今後社会に出るに当たっても、生かすことができ
るのではないかと思っています。
2. 今後に向けて

ここまで、過去を振り返って参りましたが、「合
格はこれからのスタートに過ぎない」と言われる
ため、これからの将来についても書いておきたい
と思います。

現在、私はまだ公認会計士としての第一歩を、
たどたどしい歩みで歩き始めたばかりです。その
ため、将来どの様な公認会計士になりたいか、と
いう問いに明確な答えを見出せずにおります。そ
れは、公認会計士という職業の複雑性と幅広い活
躍のフィールドのせいでもあります。

そこで私の当面の目標は、「様々な事に挑戦す
る事」です。これは、仕事の場においては、普段
やらない様な仕事にもチャレンジする事や、会計
士のみに限らず、会計士以外の交流関係を大切に
する事も含みます。折角活躍フィールドの広い公
認会計士になると決めたのですから、私自身が本
当に興味のある「道」を見つけられるように、ま
たその様な「道」と出会えるようになる為にも、
多くの方のお話を伺う事が大切だと感じています。
そのため、色々な事に挑戦して行きたいと考えて
おります。
3. 最後に

今回はこの様な機会を頂いたこと、そして私の
記事を読んでくださったこと、本当にありがとう
ございました。これからも、周りの方への感謝の
気持ちと謙虚な姿勢を忘れずに、少しずつではあ
りますが、幅広く経験を積んでゆきたいと思って
おります。どうかよろしくお願いいたします。

この度は、公認会計士稲門会の会報に寄稿させ
ていただく機会を頂き、誠にありがとうございま
す。折角の機会でございますので、「公認会計士」
に関する過去と、そしてこれからの未来について
書きたいと思います。拙い文章ではございますが、
私の公認会計士としての人生の第一歩として、精
一杯書かせて頂きます。
1.「公認会計士」との出会いと学習を通じて

私が公認会計士という職業の存在を初めて知っ
たのは、中学生の頃、父が私に紹介した「 13歳
のハローワーク」でした。幼少期から小学生まで
間に算盤を習っていた私は、算数が好きな人に
ピッタリの職業として紹介されていた公認会計士
に、なんとなく興味をもちました。しかし、中学・
高校の間は所属していた吹奏楽部の活動や学業に
明け暮れた毎日を過しており、公認会計士のこと
はすっかり忘れておりました。

その後大学生に進学するに際し、4年間の大学
生活をただ漫然と過すのではなく、後悔のない様
に、何かを成し遂げたいと考えておりました。そ
んな中、公認会計士のことを思い出し、在学中の
合格を目指し、大学生活が始まるのとほぼ同時期
から会計士の学習を始めました。また、「大学生
はサークルに入るもの」という認識があった為、
吹奏楽部に所属していたことから、ビックバンド
ジャズのサークルにも所属しました。上記写真は、
当該サークルがライブハウスで行ったライブ時の
写真です。

こうして始まった大学生活でしたが、私にとっ
て大学の講義に出席しながら、週3日のサークル
の練習にも参加し、更に会計の学習を進める事は
大変で、投げ出したくなる時期もありました。そ

今までを振り返り、そして今後へ

黒澤　知洸
（政治経済学部4年在学中）
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1．就職キャリア相談会
2014年11月8日（土）に、恒例の就職キャリア

相談会を大隈会館で開催しました。
公認会計士試験の合格発表から監査法人等の内

定まで、短期間です。このため、今後のキャリア
を十分に検討する前に就職するケースが多いです。
そこで、若手幹事会では数年前から多様なキャリ
アの相談員を配置して相談会を実施しました。今
年は、売り手市場で25才くらいまでの合格者は
どこの監査法人でも入れる状況で、被相談者は3
名だけでした。

今後の相談会に関しては、監査法人は途中で転
職する方も多いので、入社後の人生設計の相談に
重点を置いた方が良いと思います。

2．ホームぺージ
公認会計士稲門会のホームページの内容が、不

十分です。特に、維持会員（会費納入会員）にとっ
てメリットが打ち出せていないので、「維持会員
専用ページ」で会員の事務所紹介を通じた採用情
報、転職情報を掲載する方向で検討しています。

3．稲門法曹会との交流
昨年の公認会計士稲門会の総会に、稲門法曹会

の横倉仁先生が出席してくださいました。横倉先
生は公認会計士資格取得後、監査法人勤務、早稲
田大学法科大学院修了、司法試験合格し弁護士資
格も取得されました。

稲門法曹会と公認会計士稲門会との間で、交流
会、懇親活動を持ちたいという話が提案されまし
た。

具体的な活動内容、顔合わせを4月17日に行い
ました。稲門法曹会から、早稲田大学大学院法務
研究科石田　眞先生、横倉　仁先生、村方善幸先
生が、公認会計士稲門会からは、黒崎、石毛、稲
葉、松下が参加しました。

最近では、デューデリ、事業再生等公認会計士、
弁護士が共同作業する業務が増加しています。そ
こで、基調講演、パネル討論会等を共同開催した
らどうかという意見が出ました。具体的には、上
記の他、会社法の改正動向、内部統制、相続等多
岐に渡るテーマが考えられます。今回は、第1回
目の打ち合わせでしたので、今後詳細等役員の
方々のご意見、ご指導のもとにを詰めていきたい
と思います。

若手幹事会の活動報告

松下　八寿彦
（1980年商学部卒）

編集後記

です。お忙しい時期にご寄稿くださった先生方、会
員、合格者の皆様ありがとうございます。（会報担
当　松下八寿彦、編集委員小口敬、古知新、衞藤
祐介）

（印刷所　三共綜合印刷株式会社）

長年にわたって会報を担当してくださった古谷
伸太郎会員に寄稿していただきました。

氏は、現在月の半分超をウイーンで暮らし、午前
中はドイツ語学校、夜はオペラ・コンサートと、現
役時代考えていた夢の生活をおくっているとのこと

— 16 —

2015年6月1日	 公認会計士稲門会	 第32号（17）

— 17 —


	名称未設定

